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市民の皆様には、ご健勝にて、ご活躍のこととお慶び申し上げます。
宮若市では、市民参加による協働のまちづくりを推進するため、市民の皆様にま

ちづくりに関する情報を積極的にお知らせすることで、情報の共有に努めておりま
す。そのひとつとして、このたび、令和７年度の決算概要をまとめた「わかりやす
い決算書～主要施策の成果報告書～」を作成いたしました。

このわかりやすい決算書では「第２次宮若市総合計画後期基本計画」に掲げる５
つの重点的な取り組みテーマを中心として構成し、どのような事業にどのくらいの
お金を使ったのかを紹介しています。

令和７年度においては、定住促進の充実を図るため、県内最高水準となる住宅取
得補助金や新婚世帯・子育て世帯新生活支援事業補助金を交付しました。また、物
価高騰対策として、国の交付金と輝くふるさと応援寄付金を活用し、全ての市民に
対して一人当たり１万円の物価高騰対応応援給付金を支給しました。さらに、給食
費の無償化や子ども医療費助成の対象を高校生世代まで拡充するなど子育て世帯へ
の支援を行いました。

また、宮若市は令和８年２月１１日に市制施行２０周年を迎えました。市制施行
２０周年の重要な節目として、記念式典の開催や劇団宮若レインボーカンパニーに
よる２０周年記念ミュージカルの公演を行うなど、市民の皆様とともに「ふるさと
宮若」の愛着を深める契機となりました。これもひとえに、市民の皆様をはじめ、
本市に関わる多くの皆様のお力添えのおかげであると実感しております。心より感
謝申し上げます。

この節目を新たな出発点として、「第２次宮若市総合計画後期基本計画」に基づき、
誠実かつ着実に施策を進めていくとともにさらなるまちの発展のため、令和８年度
から２カ年で「第３次宮若市総合計画」の策定を行い、未来を見据えた新たなまち
づくりを進めてまいります。

市民の皆様が誇りに思えるまちづくりに向け邁進してまいりますので、今後とも
皆様のご理解とご協力を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

　　　　　　　　令和８年８月

ごあいさつ
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令和７年度　宮若市一般会計決算

市税
　52 億 1,678 万円
　（25.5％）

分担金・負担金
　4,522 万円 （0.2％）

使用料・手数料
　３億 4,090 万円
　（1.7％）

繰越金
　15 億1,866 万円
　（7.4％）

その他
　14 億 3,262 万円
　（7.0％）

地方交付税
　37 億 7,005 万円
　（18.5％）

県支出金
　14 億 9,900 万円
　（7.4％）

国庫支出金
36 億 7,691 万円 

（18.0％）

各種交付金等
　13 億 5,334 万円
　（6.6％）

市債
15 億 7,760 万円
　（7.7％）

歳入決算の歳入決算の
ポ イ ン トポ イ ン ト

● 「市税」は、自動車関連企業の設備投資に伴い、法人市民税が減少しています。

● 「地方交付税」は、前年度の法人市民税増加の影響により減少しています。

● 「市債」は、令和７年８月豪雨に伴う災害復旧事業や旧宮田東小学校施設の
解体事業などにより増加しています。

歳 入

自主財源
 41.8%

依存財源
 58.2%

自主財源自主財源 依存財源依存財源
▶歳入項目

市が自主的に調達できる収入であり、多いほど
財政が安定し、市独自の事業をより多く行うこと
ができます。

国や県から交付されたり、割り当てられたりする
収入です。

（項目）
市税（個人市民税、法人市民税、固定資産税、
軽自動車税、市たばこ税、入湯税）、
分担金・負担金、使用料・手数料、繰越金、
その他として基金（貯金）からの繰入金や寄附金
など

（項目）
地方交付税、国庫支出金、県支出金、交付金、
市債
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歳入　２０４億３，１０８万円 　　　　　　　
歳出　２００億１，９４４万円
差引　    ４億１，１６４万円



人件費
　27 億 4,512 万円
    (13.7%)

扶助費
　48 億 2,303 万円
　（24.1％）

公債費
　18 億 931万円
　（9.1％）

物件費
　26 億 6,790 万円
　（13.3％）

投資的経費
　29 億 5,445 万円
　 （14.8％）

   補助費等
　23 億 2,192 万円
　（11.6％）

繰出金
　14 億 254 万円
　（7.0％）

歳 出

歳出決算の歳出決算の
ポ イ ン トポ イ ン ト

● 「扶助費」は、定額減税補足給付金や低所得世帯支援給付金が減少

しています。

● 「補助費等」は、物価高騰対応応援給付金や一部事務組合への負担

金が増加しています。

● 「投資的経費」は、令和７年８月豪雨に伴う災害復旧事業や旧宮田東
小学校施設の解体事業などにより増加しています。

維持補修費
1億 2,682 万円（0.6％）

その他
　11億 6,835 万円（5.8％）

義務的経費
46.9%

投資的経費

   14.8%

その他の経費
　38.3%
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▶歳出項目
義務的経費義務的経費 投資的経費投資的経費 その他の経費その他の経費
支出が義務づけられていて任意に

削減できない経費です。
道路や小中学校などの整備費

や改修費、災害により被災し

た施設の復旧費など、社会資

本の整備に関係する経費です。
（項目）

人件費、扶助費、公債費

義務的経費及び投資的経費以外の経費

です。
（項目）

物件費、補助費等、繰出金、維持補修費、

その他として基金（貯金）への積立金など

議会費（市議会の運営）
1億4,478万円

総務費（市の全般的な仕事）
38 億1,692万円

民生費（社会福祉や児童福祉）
70 億 8,877 万円

衛生費（保健衛生や環境保全）
13 億 7,857 万円

農林水産業費（農林業の振興）
7億4,732万円

商工費（商工業や観光の振興）
3億 9,102万円

土木費（道路や橋などの整備）
15億1,435 万円

消防費（防災・消防など）
5億4,617 万円

教育費（学校教育や社会教育）
18 億 2,285 万円

災害復旧費（災害の復旧）
7億 5,938万円

公債費（借り入れたお金の返済）
18 億 931万円

▶歳出の目的別内訳



財政力指数は財政の自立性を測る
もので、「１」に近づくほど財源
に余裕があるといえます。
令和７年度は、前年度と同水準を
維持することができました。

グラフで見る財政状況
宮若市の財政指標をグラフで見てみましょう。経年変化を追うことで市の財政が好転しているのか悪化
しているのかを捉えることができます。

財政力指数

０．６００

０．５００

０．５５０

０．７００

R４ Ｒ５ Ｒ６

経常収支比率

１００．０

９５．０

９０．０

８５．０

８０．０

経常収支比率は、財政構造の弾力
性を表すもので、安定して収入され
る財源に占める固定的に支出される
経費の割合です。数値が低いほど柔
軟な財政運営ができるといえます。
法人市民税や普通交付税などの収
入が減少したため、高くなりました。
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８３．４

８７．０

９５．３

市債残高

基金残高

１６，０００

１４，０００

１２，０００

 ８，０００

（単位：百万円）

基金とは、市の貯金のことです。
経済情勢の著しい変動などによる収支の
悪化に備えるための財政調整基金やそ
の他特定の事業を行う目的で積み立てを
行っている基金などがあります。
施設整備等基金などへの積み立てにより
増加しています。

２１，２０２
２１，７６３

２２，３９５

市債とは市の借入金のことです。長年に
わたって使用する公共施設については、
将来その施設を使う人にも平等に負担して
もらう目的もあります。
新たな借入額より返済額が上回ったた
め、減少しました。
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（単位：百万円）

R４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７R３

１７，０００



　令和７年度に取り組んだ２つの重要施策について、新規及び拡充事業の概要をご
紹介します。

子ども医療対策費等拡充事業（市民課）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　６，４８５万円
　これまでの中学生までを対象とした子ども医療費の助成に加え、令和７年１０月より、入院費用
の無償化及び支給対象の拡充を行い、子育て世帯にかかる経済的負担の軽減を図るとともに、子育
て世帯の市内への定住化を推進しました。

対象者 区分 拡充前の自己負担額 拡充後の自己負担額

未就学児 入院 無料 無料
通院 無料 無料

小学生～中学生 入院 ５００円／日（７日間上限） 無料
通院 １，２００円／月 １，２００円／月

高校生 入院 対象外 無料
通院 対象外 １，２００円／月

学校給食費無償化事業（学校教育課）　　　　　　　　　　　１億１，３６４万円

　物価高騰などの影響による子育て世帯への経済的な負担を軽減するために、
宮若市立の小中学校及び幼稚園に在籍する児童生徒・園児に係る給食の無償化
を引き続き実施しました。

こども食堂支援事業補助金（こども家庭課）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　      ３１万円

新たな子どもの居場所として注目されている市内のこども食堂に
対し、運営経費の一部を補助することにより、子ども達が健全で安
心して過ごせる環境を充実させ、支援が必要な子どもの早期発見・
早期対応につながる仕組みをつくり、子どもに対する地域の支援体
制を強化しました。

保育所などにおける
性被害防止対策事業（こども家庭課）　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １５万円
　子どもが安心して過ごすことができるよう、
市内の保育所などにおいて、性被害防止対策の
ための防犯カメラの購入費用に対して補助金を
交付しました。

不登校児童支援員配置事業（学校教育課）
　　　　　　　　　　　   　　 　   ３０万円

　不登校児童が増加している現状を踏まえ、
特に支援を必要とする小学校に教職員 OB で
ある不登校児童支援員を配置し、校内支援セ
ンターにおいて児童一人一人に合った学習支
援や相談支援を行いました。そして、家庭や
学校と連携を図り、不登校支援の強化を行い
ました。
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子育て世代への支援



定住促進と消費活性化

定住促進事業の充実（まちづくり推進課）　 　　　　　　　         　　６，０７６万円　

■住宅取得補助金（令和７年１月よりスタート）　　５，５１３万円
　本市に永住を目的に住宅を取得することで、最大３００万円の補助を行い
ました。また、本制度についてＰＲに努めました。

■新婚世帯・子育て世帯新生活支援事業　　　　　    ５６３万円
　令和７年度まで実施していました新婚・子育て世帯家賃補助制度につい
て、補助対象経費などの整理・拡充を行い、新たな制度に移行しました。

地域振興券発行事業補助金の拡充（産業観光課）　　　　　　　　　　　　　　      ４，２５３万円
　宮若商工会議所と若宮商工会が共同で実施する宮若市振興券の発行について、個人の消費を喚起
し、地域経済の活性化に向けて取り組みました。

新規事業所開設支援補助金の拡充（産業観光課）　　　　　　　　　                         ２４３万円
　宮若市創業支援事業計画に基づいた新規事業所の開設に対する補助金の上限を５０万円から
１００万円と増額し、宮若市内での創業を一層促進し、地域経済の活性化と雇用の創出を図りました。

新たな観光資源の創出（産業観光課）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        ８５７万円
　来訪客の滞在時間や宿泊日数を延ばし、観光消費の拡大につなげていくため、テーマ性を持たせ
た体験型の新たな観光資源の創出に取り組みました。

■サイクルツーリズム補助金　     １０２万円
　貸出自転車やサイクルスタンド、フロアポンプ、自転車用工具などの設置に要した経費を補助し
ました。

■トレイルツーリズム推進事業　  ４４０万円
　登山者をターゲットとする施策の成果を最大化するため、行動ビックデータ分析や登山者アン
ケートにより地域資源の現状把握を行い、コンテンツ制作やＳＮＳによる情報発信など、最適なプ
ロモーションを実施しました。

■ 旅行支援事業　　　　　　　　 ３１５万円
　来訪者に対する宿泊補助と買物やレンタサイクルなどに利用できるクーポンを発行することで、
市の認知度向上、リピーター客の獲得や特産品の販売増加に繋げました。
　また、今後の観光・物産振興施策に活用するため、利用者アンケート調査を実施しました。
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物価高騰対応応援給付金事業（総務課）　 　　　　　　　　　２億５，７３８万円
　物価高騰による家計の負担を軽減するため、市内に住む全ての市民に対して一人あたり１万円の
給付金を支給しました。
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重
点
テ
ー
マ

テーマ 1 スポーツ、芸術・文化、健康長寿のまちづくり

スポーツ

 ■ スポーツの普及啓発と交流機会の拡大（社会教育課）                     　      ９７６万円
　スポーツ関係団体と連携し、スポーツフェスタを開催するなど、幅広いスポーツの普及に努める
とともに、各種スポーツ団体の活動を支援しました。また、光陵グリーンパークなどを活用したスポー
ツ大会やキャンプ地の誘致に取り組みました。

 ■ 光陵グリーンパークの整備とスコアボード改修事業（社会教育課）　　　　　                                                             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2 億３８０万円
　光陵グリーンパークについて、市民が安全で快適に利用できるよう、
施設の適切な維持管理や整備、管理運営を行いました。また、不具合
が生じているスコアボードの改修工事を行いました。

芸術・文化

 ■ 社会教育施設空調整備事業（社会教育課）　　　　　　　　　　　　　　 ７，７２４万円
　空調に不具合が生じている文化センターにおいて、設備の更新を行いました。また、多目的会館、
生涯学習センターにおいて、設計業務委託を行い、来訪者が快適に過ごすことができる環境を整備
しました。

 ■ 文化・芸術団体等との連携・支援（社会教育課）　
　　　  　　　　　                   　　  １７７万円
　芸術文化に研鑽を積んだ市民が成果を発表する機会とし
て定着している宮若市文化祭を開催し、芸術文化活動の活
性化や地域の絆を深める取組を推進しました。また、地域
住民のためのコンサートやリコリスエントランスコンサー
トを継続して開催することで、優れた芸術を身近に感じ、
気軽に親しむことができる地域の醸成に努めました。

健康長寿で誰もがスポーツや文化活動を楽しみ、地域の歴史・伝統を誇り
に思う心身ともに豊かな生活・賑わいのあるまちづくりに取り組みました。

　「第２次宮若市総合計画後期基本計画」に掲げる 5つの重点的な取り組みテーマ
を中心として、主な決算と事業内容についてご紹介します。
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 ■ 文化財への理解向上（社会教育課）　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　  ６０万円
　市の代表的な文化財である国指定史跡竹原古墳を中心
に、宮若トレッジや石炭記念館と連携しながら文化財イベ
ントなどを開催し、文化財普及事業に取り組みました。

健康長寿

 ■ 特定健診受診率上昇に向けた取組（健康福祉課）　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　２，５２６万円

　特定健診において、受診率の向上に努め、結果説明会や個別
訪問指導の実施により、生活習慣病の重症化予防に取り組み、
医療費の抑制を図りました。

 ■ 帯状疱疹発症予防に対する取組（健康福祉課）　　　　                         
　　　　　　　　　　　　　　　　　８８０万円
　加齢や免疫機能の低下に伴い、８０歳までにおよそ 3 人に 1 人が発症するといわれている帯状疱
疹について、令和 7 年 4 月より定期接種化されたことに伴い、福岡県医師会及び直方鞍手医師会と
連携し、原則６５歳を対象に帯状疱疹予防接種を行いました。

 ■ みやわか健康ポイント事業の充実（健康福祉課）　　　　　                                     
              　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　   ２１０万円
　自主的な健康づくりを支援するため、健康づくりに関する事業の参加者へポイントを付与し、ポ
イント数に応じて応募者全員に記念品を贈呈しました。

 ■ 高齢者補聴器購入費助成金（健康福祉課）　 　　　　　　　　　　　  　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　６万円
　障害者総合支援法による補装具支給対象者に該当しない難聴高齢者に対し、補聴器購入費用の一
部を助成することで、高齢者の聴力低下へ早期に対応し、積極的な社会参加を支援しました。
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テーマ 2 個性的で活力に満ちた、コミュニティのまちづくり

個性に満ちたコミュニティ

 ■ 自治会活動推進実証事業補助金（まちづくり推進課）　　　　　　 　　 　　　  ４３４万円
　自治会活動の維持及び活性化を図るため、活動継続のための取り組みや地域をつなぐための取り
組みに対して助成を行う事業を令和 7 年度から 3 ヵ年実施しています。

 ■ ブロック協議会の運営支援（まちづくり推進課）　　　　　　　　               １１４万円
　協働のまちづくりを推進するため、職員と地域の協力による職員地域担当制度を通して、様々な
イベントを実施することで、地域活性化を図りました。

 ■ コミュニティ活動の支援 （まちづくり推進課）　　　　

　　　　　   　　　 　　　　　   　　　  ４０万円
　コミュニティ組織などが自主的に行うコミュニティ活
動（文化・体育活動、住環境の保全対策活動など）に対
して助成を行いました。

 ■ 吉川コミュニティセンターの整備（社会教育課）

　　　　　　　　　 　　　　　　　１，４１６万円
　吉川コミュニティセンターの整備に向け、各種設計や調
査を行いました。

定住人口・関係人口
 
 ■ ふるさと PR 大使活用事業（秘書政策課）　　　　　  　　　　　　　　　   ６０万円
　令和元年度より設置しているふるさと PR 大使を、市の事業に起用することによって、本市の魅
力を広く市内外に紹介し、知名度の向上及びイメージアップを図りました。

少子高齢化が進む中、地域の担い手不足や自治会加入率の減少などにより、
地域コミュニティの基盤が脆弱になってきています。

それぞれの地域の個性を活かして課題を解決し、誰もが安心・安全な生活
を送ることができるコミュニティ ( 地域共生社会 ) づくりに取り組みました。
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 ■ シティプロモーション動画による魅力発信（秘書政策課）　　　　　   　  ４４２万円
　豊かな自然や文化、産業など宮若市を象徴する場所で
ふるさとＰＲ大使や多くの市民とともに市の魅力を表現
する動画を作成し、本市の魅力を広域的に発信しました。
本事業を通してシビックプライドの醸成及び市の認知度
向上や交流人口・関係人口の増加を図りました。

地域防災

 ■ 消防自動車購入（総務課）　　　　　　　　       　                          ３，０３２万円
　地域防災の要である消防団について団員の加入を促進するとともに、第２分団の消防車両を更新
し、設備の充実を図りました。

 ■ 防災意識の醸成と防災体制の強化（総務課）　　　　　　　                  ４７３万円
　自助・共助・公助の理念に基づいた地域防災力の向上に向け、自主防災組織の設立・育成に取り
組みました。また、防災行政無線をはじめとした、多様な情報伝達手段を有効に活用し、迅速で的
確な情報伝達に努めました。

 ■ 鶴田地区内水対策事業の推進（土木建設課）　　　　　　　　　　　　　　　　　    ３，１００万円
　近年の降雨災害の頻発化・激甚化により、大雨時に甚大な内水浸水被害が発生している鶴田地区
の内水対策を進め、災害の発生予防・拡大予防に努めました。

公共交通の利便性の向上と利用促進

 ■ ＡＩデマンドタクシーと公共交通の確保（産業観光課）　　　　　  １億１，４３８万円
　利用者のニーズに合わせた時間とルートで柔軟な運行が可能な予約制のＡＩシステムを活用した
デマンド型区域運行方式を用いるとともに、令和 7 年 4 月より宗像市と共同運行で「宮若・宗像線」
の運行を開始し、市民のニーズに合った適切な路線バスの運行に努めました。
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産学官民の協働
 
 ■ 中小企業者への経営支援、新規創業に対する
　　支援（産業観光課）　 　 　　　　　　　　     　８８８万円
  宮若商工会議所と若宮商工会を通じて、中小企業のＤＸ化
の推進や補助事業の活用、研修会の情報提供など経営支援及
び新規創業者の育成に取り組みました。

 ■ 買物困窮者に対する移動販売支援（産業観光課）　 
　　　　　　　　　　　  　　　　　　　５８万円
　商工団体や民間事業者などと連携して、商店街の活性化や買物の利便性の向上に向け、地域住民
や事業者と協議し、移動販売の箇所の選定や商品の充実を図るとともに、利用者のニーズに沿った
買物対策について支援を進めました。

 ■ 宮若うまい米コンクールの実施（農政課）　　　　　　　　　 　　  　 　１００万円
　宮若うまい米コンクールを引き続き実施するとともに、宮若オリジナル米袋を活用することで、
宮若産米の効率的な PR やブランド化の推進に努めました。

 ■ 企業誘致の推進（まちづくり推進課）　　　　　　　　　　　　  　　　　　４４６万円
　福岡県と連携し、宮若北部工業用地造成事業の早期着手に向けて用地補償交渉に取り組みました。
　また、東京で開催される福岡県企業立地セミナーに参加し、本市の産業集積の状況などについて
ＰＲを行いました。

 ■ 学校跡地の利用活用事業（秘書政策課、まちづくり推進課）　　　                    　４億１，１２９万円
定住促進や地域活性化に資する有効な跡地利活用に向けて、宮田東小学校等跡地は建物の解体を

行い、若宮小学校跡地は施設内の一部建物の解体や敷地内に整備予定の公園などの設計業務を進め
ました。

テーマ 3 産学官民の協働で、元気な産業・環境のまちづくり

経済は市民の暮らしや市政の基盤です。産業界（民間企業）、学校（教育・
研究機関）、官公庁（国・地方自治体）、民間（地域住民・NPO）の四者の連
携・協働による元気な産業・環境のまちづくりに取り組みました。



観光の振興

 ■ 新たな観光資源の創出※再掲 　　　　　   　
　　 　　　　　　　　　　　（産業観光課）  ８５７万円

　来訪客の滞在時間や宿泊日数を延ばし、観光消費の拡大
につなげていくため、サイクルツーリズム推進事業やトレ
イルツーリズム推進事業など、体験型の新たな観光資源の
創出を行いました。また、市内観光施設や宿泊施設を利用
する観光客に向けた旅行支援事業を行うことで、更なる観
光振興に努めました。

環境保全

■ 脱炭素推進補助金（環境保全課）              ２，６４３万円
　温室効果ガスの排出削減のため、火葬場「桜華苑」と、
し尿処理施設「緑水園」を対象に、第 3 者所有方式（ＰＰＡ）
による太陽光発電設備の導入に取り組みました。

 ■ 宮若市地球温暖化対策実行計画
　 （区域施策編）策定への取組（環境保全課） 　 　 　 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　                            ２４６万円
　宮若市全体の温室効果ガスの排出量削減を推進するための総合的な計画として、「宮若市地球温
暖化対策実行計画（区域施策編）」の策定（令和７年度から令和８年度にかけて策定）に取り組み
ました。

■ 資源物拠点回収事業の実施（環境保全課）　　　　
　　　　　　　　　　   　　　　　    　７９１万円
　ごみの減量化・リサイクルを推進するため、第 2・第 4 日
曜日に市内 2 カ所（市役所本庁舎及び若宮総合支所の駐車
場）で資源物拠点回収事業を実施しました。

■ リサイクル活動の推進（環境保全課）　　　　　　　　　      　　　　　　１９１万円
　ごみとして処理されている古紙などを再資源化して有効活用するため、資源回収活動団体の助成
を行いました。
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子育て支援の充実

 
 ■ 宮若市こども計画の策定、周知（こども家庭課）　　　
　　　　　　 　　　　                　　       ６６万円
　子どもに関する施策を総合的に推進するための「宮若市こど
も計画」について、前年度に実施したアンケート調査の結果な
どに基づき、関係部署との連携の下、策定しました。また、計
画書の概要版は全戸へ配布し、子育て支援に直接関わるサービ
スなど、重要な箇所を読んでもらえるよう工夫を行いました。

 ■ 妊婦支援給付金支給及び伴走型相談支援事業（こども家庭課）　　　 　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   １，２０６万円
　全ての妊婦や子育て世帯が安心して、出産・子育てができるよう、妊娠期から妊産婦に寄り添い、
出産・育児などの見通しを立てるための面談や継続的な情報発信を行うとともに、必要な支援につ
なぐ伴走型相談支援と、妊婦のための支援給付による経済的支援を行いました。

 ■ 子育て支援センターの充実（こども家庭課）　　　　　　　　　 　        ７，５１４万円
　子育て支援センターが地域の子育て支援の拠点として、子育ての負担軽減が図れるよう、一時預
かり事業や子育て相談、親子の交流の場となる活動を行いました。

 ■ 保育サービスの実施（こども家庭課）                                          ７億７，９６６万円
　認可保育施設での通常保育を実施するほか、延長保育や幼稚園における預かり保育など、保護者
のニーズに沿った保育サービスの提供に向けた支援を行いました。

 ■ 学童保育所の運営（こども家庭課）　　　　　　　　　　　   　 　  １億１，５８５万円
　社会福祉協議会と連携し、市内４か所の学童保育所の安定的な運営に努めました。

 ■ 児童手当制度の拡充（こども家庭課）　　　　　　　　                      ５億８，８８０万円
　令和 6 年 10 月より支給対象や支給額など大幅に拡充された児童手当について、次代を担う児童の
健全な育成に資するため、引き続き支援を行いました。

テーマ 4 安心子育てと豊かな教育、人材育成のまちづくり

「宮若の子どもは宮若で責任を持って育てる」の精神の基、社会全体で子
育てを支援する環境の整備に努めるとともに、教育の充実を図り、心身共に
社会人として逞しく生きる人材を育てる環境の整備に取り組みました。

重
点
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マ
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 ■ 保育所等給食支援補助金事業（こども家庭課）　　　　  　　　　　　　 　   ７０６万円
　福岡県の物価高騰対策として、認可保育所が利用者から徴収する給食費の１７％（物価高騰率）
を基本額に１２カ月分を保育事業所に交付することで、利用者が負担する給食費の増加を抑制しま
した。

 ■ 物価高騰対応子育て応援手当事業（こども家庭課）　　　　  　　　　　　　　 ６，９３６万円
　物価高騰の影響を強く受けている子育て世帯を支援するため、こども一人あたり２万円を給付し
ました。

学校教育の充実
  
 ■ 宮若西中学校武道場空調整備事業（学校教育課）　　　　　　　　     　６，５３９万円

児童生徒の熱中症対策と避難所機能の充実を目的として、宮若西中学校武道場の空調設備設置工事
を実施しました。

 ■ GIGA スクール運営支援センター事業 ( 学校教育課 )　　　　　　　　　　　 　１，５８１万円
　GIGA スクール運営支援センターを整備し、児童生徒用端末の一斉更新時における端末設定や管
理を行い、教員がスムーズかつ効率的に活用するためのソフト運営管理など、ICT 端末の包括的な
支援体制を図り、デジタル教育の強化を図りました。

地域社会・企業との連携

 
 ■ 放課後学習の充実（学校教育課）　  　　　　　　　　　　　 　　  　　　８６６万円

放課後学習「みやわかアフター・スクール」を全小中学校で実施しました。また、民間の学習塾
の学習指導を受けることができる「ＭＵＳＵＢＵスクールみやわか」を実施し、子ども達の学習支
援を行いました。

 ■ 部活動の地域展開に向けた取組（学校教育課、社会教育課）　　　　　　　　　　　　    ２６万円
地域の実態に応じた中学部活動の地域展開や地域との連携を進めるため、学識経験者や体育協会、

文化連盟、学校及び行政などの関係者による協議会を開催し、地域展開の方針や地域指導者の確保
について協議を行いました。今後も地域においてスポーツや文化芸術に継続して親しむことができ
る環境づくりを推進するため、継続的に協議を進めていきます。

 ■ 将来を担う人材の育成（秘書政策課）   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　８７万円
直鞍地域2市2町での広域事業として、中高生を対象としたプログラミング教室や、宮若市・宗像市・

トヨタ自動車九州株式会社との 3 者による小学生を対象としたものづくり体験事業など多様な機会
を創出し、将来を担う人材の育成に努めました。
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テーマ 5 市民目線と、不断の行財政改革推進のまちづくり

 ■ 市制施行２０周年記念事業（秘書政策課・各課）　　　　　　　　                ２，０６６万円
　令和８年２月１１日に市制施行２０周年を迎えたことから、この節目の年を市民とともに祝い、ふ
るさとへの愛着を深め、さらなるまちの飛躍に繋がる事業を実施しました。
※主な事業の抜粋
    ■劇団宮若レインボーカンパニー記念公演 ( 秘書政策課 )
　　合併をきっかけに誕生した市民劇団宮若レインボーカンパニーによる、２０周年記念ミュー   
　ジカルの公演を行いました。
　 ■市制施行２０周年記念式典 ( 秘書政策課 )
　　令和８年２月１１日に、市民表彰と併せて市の誕生を祝う式典を開催しました。
　 ■記念ナンバープレート作成 ( 税務収納課 )
　　２０周年記念デザインの原動機付自転車（５０cc）　のナンバープレートを
　２００枚限定で発行しました。
　 ■ふるさと祭 ( 産業観光課 )
　　毎年開催するふるさと祭を、２０周年記念事業として盛大に開催しました。

少子高齢化の進展による税収の減少や社会保障関連経費の増大が見込まれ
る中、行財政改革を不断に行い、最小の経費で、最大の効果を上げる行政運
営に努め、将来にわたり持続可能な行財政基盤の構築に取り組みました。

 ■ 不法投棄防止対策の推進（環境保全課）　　　　　　　　　　　　　  　　 １６８万円
監視カメラ・看板の設置などによる不法投棄防止や自治会などによる地域の環境美化活動を支援

しました。

 ■ 空家等対策の推進（建築都市課）　　　　　　　　　　　　　　　　　　   １８８万円
　空家化の予防や適切な管理などの啓発に努めるとともに、老朽化し危険性の高い空家の解体撤去
費用を補助するなど、空家等対策を進めました。

　
 ■ 上水道の安定供給（水道課）　　　　　　　　　　　　　　　　　  　  ６，２６５万円
　老朽化に伴う配水管の更新や浄水場施設の整備を継続的に進め、良質な水の安定供給に努めまし
た。

 ■ 下水道などの整備（下水道課）　　　　　　　　　　　　　　　     ４億７，９４５万円
　福岡県が事業主体となる遠賀川中流流域下水道事業の進捗状況に併せて、事業認可区域内の幹線
管きょや末端管きょなどの整備促進を図りました。

自然環境

重
点
テ
ー
マ

その他の主要事業
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 ■ 国土調査の実施 （土地対策課）　　　　　                                                  　  　１億１，８２８万円
　個人の権利や財産を尊重し、国土の開発、保全、利用の円滑化を図るため、  令和７年度は、龍徳・
山口地区の各一部の地籍簿、地籍図の作成と龍徳・山口地区の各一部の一筆地調査、測量調査を行
いました。

 ■ 市営住宅等の保全管理（建築都市課）　　   ２，０９５万円
市営住宅長寿命化計画に基づき、管理戸数の適正化を図るため、

老朽化の著しい空家となった市営住宅の解体工事を実施しました。

 ■ 防草対策事業（土木建設課）　　　　 　 　　　　　　　 　　                     　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               　 　１，０００万円

人口減少や高齢化により、地域で除草対策が困難になりつつある中、防草対策を行うことで、継続
的に発生する除草の抑制を行うとともに、地域環境の改善を図りました。

 ■ 幹線道路の整備（土木建設課）　　　　 　　　　　　　　　　                        　   ２億８，２５１万円
 舗装改修や歩道などの整備を計画的に進めるとともに、県などの関係機関と連携して道路整備を進
め、交通の利便性や安全性、アクセスの向上に努めました。

 ■ 生活道路の整備（土木建設課）　　　　　　　　　　　　　　    　  １億８，９００万円
　日常生活で利用する生活道路の維持に努めるとともに、経年劣化した道路の舗装整備を行い長寿
命化を図りました。

 ■ 市民と協働した道路環境の保全（土木建設課）　　　　　　　　　  　　  ５７７万円
市民と行政の協働による良好な道路環境の保全推進を目的とした道路愛護推進活動について、積極

的に周知を行うことで活動団体の増加に努めました。

 ■ 協働による公園の管理・活用の推進　（まちづくり推進課、土木建設課）　　 　１，６８５万円
　犬鳴川河川公園や２０００年公園、さくら堤公園は、市民団体や企業などとの協働による管理を行
うとともに、イベントの開催などを通じて、市民の交流の場となる愛着ある公園づくりを推進し
ました。

 ■ 犯罪を防止する環境の整備（総務課）      　　　　　　　　　　　　　　 　                １６２万円
　自治会などによる防犯灯の新設や老朽化などによる取替えを支援し、犯罪を防止する環境整備
に努めました。

 ■ 隣保館改修事業（保護人権課）      　　　　　　　　　　　　　　　　                         ２，３９７万円
　老朽化が進む竹原隣保館について、防水のための屋根改修工事を実施し、適切な施設整備を行
いました。

 ■ 合併浄化槽整備事業（下水道課）　　　　　　　　　　　   　　　　   １，７７９万円
 汚水処理施設構想に基づき、公共下水道整備区域以外での浄化槽の設置を推進しました。

生活基盤・都市基盤
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 ■ 社会福祉協議会の活動支援（保護人権課）　  　　　　　　　　　　  　 ６，１３０万円
社会福祉協議会が実施している地域福祉推進事業、ボランティア活動推進事業、各種相談事業、

高齢者・障がい者（児）支援事業など、各事業の拡充を支援しました。

 ■ 民生委員・児童委員の活動支援（保護人権課）　　　　　　　　　　   　  ２１０万円
　市民の生活上の相談や高齢者・子どもの見守りなど、身近な地域福祉活動の中心的な役割を担う
民生委員・児童委員の活動を積極的に支援しました。

 ■ 相談体制の充実（保護人権課）  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　   ２，３５７万円
生活保護制度に精通した面接相談員を配置し、要保護者からの生活相談に対する指導・助言や生活

保護の申請手続きなどの支援を行いました。また、生活困窮者相談支援体制については、生活困窮者
への支援充実のため、自立相談支援・家計改善支援・就労準備支援の三事業の相談体制を整え、自立
のための包括的な支援を継続して行いました。

 ■ 住民税非課税世帯臨時特別給付金事業（保護人権課）  　　                 　　  　 １，６３７万円 
　物価高騰の影響を受ける低所得世帯への支援として、住民税非課税世帯に対して、１世帯あたり
３万円、そのうち子ども一人あたり２万円を加算して支給しました。

 ■ 地域包括ケア体制の確立（健康福祉課）　　　　　　　　　　　　　  　７，３６６万円
　高齢者が自分らしい暮らしを続けることができるよう、生活支援サービスの体制整備や在宅医
療・介護連携など支援体制の強化を図りました。また、認知症に対する正しい知識と理解の普及の
ため、認知症予防教室や認知症サポート養成講座を実施しました。

保健・福祉

 ■ 多面的機能支払交付金の交付（農政課）　　　　　　　　　　　　 　　３，２４０万円
農村地域の共同活動に支援を行うことで、農用地や水路、農道、ため池などの地域資源の適切な

保全管理を推進しました。

 ■ 有害鳥獣駆除補助金の拡充（農政課）　　　　　　　　　　　　　         ９９０万円
　深刻化する農作物などへの鳥獣被害に対して、猟友会などと連携した駆除活動を強化するととも
に、電気牧柵などの設置・補助を行い、被害防除に取り組みました。また、近年被害が拡大してい
るアライグマやアナグマ対策のため、捕獲に係る補助金額を増額して被害の拡大防止に努めました。

 ■ 就農者の育成支援（農政課）　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 ６，３８４万円
農業における生産コスト低減や生産規模の拡大に取り組む認定農業者・営農組織に対し、農業用

機械などの導入支援や新規就農者の経営支援を行いました。

 ■ 小規模農地などへの支援（土木建設課）　　　　　　　　　　　　　　　　  ３０万円
面積の狭小、湿田化など、耕作不利農地の条件改善のために農家が実施する対象事業の補助を行

い、増加する耕作放棄地の発生防止に向けた取り組みを推進しました。

産業
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 ■ 地元農産物を活用した学校給食の提供（学校教育課） 　　　　　　　　 　３９１万円
　宮若米や宮若牛など、新鮮で安全な地元農産物や畜産物を積極的に学校給食に導入することで、
地産地消に取り組みました。

 ■ 読書活動の充実（社会教育課） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   １，１６４万円
　「第３次宮若市子ども読書活動推進計画」に基づき、家庭や地域、学校、
保育園などと連携し、おはなし会・ブックスタート・家読など図書館事業
を充実し、子どもの読書活動の推進に努めました。

 ■ 体験学習の充実（社会教育課）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ７３万円
　小中学生が異学年や他校の児童生徒とともに工作や調理、スポーツなどさまざまな活動を体験す
るわいわいサークルやサマーチャレンジ、スプリングチャレンジを開催しました。

 ■ 障がい福祉サービスの提供（健康福祉課）　　　　  　　　　　　　  １５億１４０万円
　障がいのある人が自立した生活が送れるよう、生活環境の整備や相談・支援体制の充実強化に努
めるとともに、各種障がい福祉サービスの提供を行いました。

　教育・文化

市民協働・コミュニティ

 ■ 期日前投票移動支援補助金（総務課）　　　　  　　　　　　　    　　 　  ４万円
　投票における有権者の利便性向上のため、期日前投票所への移動支援として、コミュニティバス
やデマンドタクシーを利用した場合の運賃を補助しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　

 ■ 人権教育・啓発の促進（社会教育課、保護人権課）　　　　　　　　　　  　２４４万円  

　人権講演会や地域懇談会、人権の花運動などを実施し、身近な差別に気づき、お互いの人権が尊
重される地域づくりの推進に努めました。

 ■ 人事評価システム導入（総務課）　　　　　　　　  　　　　　　　　   ２９７万円
　　市職員に対する人事評価システムを導入し、評価結果の分析の効率化や経年変化の一元管理を
行うとともに、評価の公平性を確保し、職員の納得感につなげることで、個人のモチベーションアッ
プを図り、人材育成の推進および組織力の向上を図りました。　　　　　　　　　　　　　　　　
　
 ■ 自治体情報システムの標準化・共通化（デジタル戦略課）　            　 １億７００万円
　 住民基本台帳や税・福祉などの主要２０業務を管理するシステムを、国が定めた標準仕様書に準
拠したシステムに移行することで業務の効率化や行政手続きの簡略化を図り、市民サービスの向上
に繋げています。

計画と推進の実現のために



国民健康保険特別会計
　　歳入総額 ３１億    ７８３万円
　　歳出総額 ２９億８，９６６万円
　　差引残額  １億１，８１７万円 

歳　出歳　入
区分 決算額

国民健康保険税 ４億５，０４１万円
使用料及び手数料 ６万円
国庫支出金 ８１万円
県支出金 ２２億６，１３３万円
繰入金 2 億６，２３８万円
繰越金 ９，７７０万円
諸収入 ３，５１４万円

区分 決算額
総務費 ５，８１４万円
保険給付費 ２０億７，６７７万円
国民健康保険事業費納付金 ６億７，５１４万円
保健事業費 ２，５５５万円
諸支出金 １億５，４０６万円

後期高齢者医療特別会計
　　歳入総額 ５億８，５３６万円
　　歳出総額 ５億７，２４６万円

　　差引残額  １，２９０万円 
　

歳　入 歳　出
区分 決算額

後期高齢者医療保険料 ４億２，２５２万円
国庫支出金 １２９万円
繰入金 １億４，９６１万円
繰越金 １，０５９万円
諸収入 １３５万円

区分 決算額
総務費 ５８３万円
後期高齢者医療広域連合納付金 ５億６，５６３万円
諸支出金 ２１万円
保健事業費 ７９万円

特別会計・公営企業会計　決算概要

吉川財産区特別会計
　　歳入総額 １０６万円
　　歳出総額 ８４万円

　　差引残額  ２２万円 
　

歳　入 歳　出
区分 決算額

財産収入 ８万円
繰入金 ８０万円
繰越金 １８万円

区分 決算額
総務費 ６１万円
財産費 ２３万円
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（２）資本的収入及び支出

（１）収益的収入及び支出

区分 決算額
給水収益 ３億９，２２５万円
受託工事収益 ４５５万円
その他の営業収益 ２７万円
負担金 １，８２９万円
受取利子及び配当金 ７８万円
他会計補助金 ５９万円
水道加入金 ２３８万円
長期前受金戻入 ５，８４６万円
雑収益 ４７万円
消費税還付金 ４６万円
特別利益 １９万円

区分 決算額
企業債 ４，８８０万円
負担金 ６５万円

区分 決算額
施設改良費 ７，３７６万円
固定資産購入費 １，５９２万円
企業債償還金 １億４，５７７万円

区分 決算額
原水及び浄水費 １億４，５８４万円
配水及び給水費 ７，０３６万円
受託工事費 ４７５万円
総係費 ４，３６９万円
減価償却費 １億８，８５２万円
支払利息及び企業債取扱諸費 １，５６５万円
消費税及び地方消費税 １，２８４万円
特別損失 １１３万円

収　入 ４億７，８６９万円 支　出 ４億８，２７８万円

収　入 ４，９４５万円 支　出 ２億３，５４５万円

区分 決算額
給水収益 ５，３１２万円
その他の営業収益 １０万円
負担金 ６６８万円
受取利子及び配当金 １１万円
他会計補助金 １，７５０万円
水道加入金 ３２３万円
長期前受金戻入 ３，１４７万円
特別利益 ４万円

区分 決算額
原水及び浄水費 １，３８６万円
配水及び給水費 １７５万円
総係費 ３，２７５万円
減価償却費 ５，１７１万円
支払利息及び企業債取扱諸費 ２０９万円
消費税及び地方消費税 ３８３万円
特別損失 １０万円

水道事業会計

簡易水道事業会計

（１）収益的収入及び支出

収　入 １億１，２２５万円 支　出 １億５９９万円
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下水道事業会計

区分 決算額
企業債 ２億１，９８０万円
国庫補助金 １億６，２３９万円
負担金及び分担金 ２，９４４万円
他会計負担金 ２，７８５万円
他会計補助金 １，８８７万円
他会計出資金 ５，６３７万円

区分 決算額
建設改良費 ４億７，９４６万円
企業債償還金 １億７，７６８万円

収　入 ５億１，４７２万円 支　出 ６億５，７１４万円

区分 決算額
下水道使用料 ６，９５９万円
雨水処理負担金 １，３３４万円
その他の営業収益 ２２万円
受取利子及び配当金 ２１万円
他会計負担金 １億３，２４１万円
他会計補助金 ７，４００万円
補助金 １１６万円
長期前受金戻入 １億４，７０６万円
消費税還付金 ２，１０７万円
雑収益 １６万円
特別利益 ３１万円

区分 決算額
管渠費 １２３万円
ポンプ場費 ５０９万円
総係費 ５，１１２万円
流域下水道維持管理負担金 ９，３６１万円
減価償却費 ２億３，２６０万円
固定資産除却費 ３万円
支払利息及び企業債取扱諸費 ４，９２２万円
雑支出 １２８万円
特別損失 ５万円

収　入 ４億５，９５３万円 支　出 ４億３，４２３万円

支　出 ７，０２７万円収　入 ５，１６８万円

（２）資本的収入及び支出

区分 決算額
他会計補助金 ２，６００万円
負担金 ２，５６８万円

区分 決算額
施設改良費 ２，８３０万円
企業債償還金 ４，１９７万円

（１）収益的収入及び支出

（２）資本的収入及び支出

22



23

本庁舎　 　TEL　０９４９−３２−０５１０（代）　　FAX　０９４９−３２−９４３０
課　　名 係　　名 業務内容 電話番号

総 務 課
総務係 議案、条例・規則等の制定改廃、文書管理、情報公開、個人情報保護、選挙

管理委員会など ３２−０５１１人事係 職員の人事、給与、研修、福利厚生、衛生管理、安全管理、組織管理など
防災安全係 消防、防災、防犯、交通安全など

デ ジタル 戦 略 課 情報政策係 情報システムの管理運用、情報セキュリティ対策、ICTの利活用など ３２−１０７２

管 財 課 財産管理係 市有財産管理、庁舎管理など ３２−０７６１契約検査係 契約、請負業者の指名・入札など

市 民 課 市民係 転入転出等、住民票、戸籍、印鑑登録など ３２−０５１４
国保年金係 国民健康保険、国民年金、後期高齢者医療、公費医療など ３２−４００４

税 務 収 納 課
市民税係 市県民税、国民健康保険税、軽自動車税の賦課など ３２−０５１３資産税係 土地・家屋・償却資産の評価、固定資産税の賦課など
納税管理係 市税・国民健康保険税の徴収・滞納対策、市税等諸証明の交付など ３２−１００８

秘 書 政 策 課
秘書広報係 秘書、広報、シティプロモーション、ホームページ、表彰など

３２−０５１２政策推進係 総合計画、総合戦略、広域行政、人材育成、国際交流など
財 政 課 財政係 予算編成、執行管理、財政計画、行財政改革、地方交付税、市債など ３２−０５９０

まちづくり推進課 地域振興係 定住促進、自治会、犬鳴川河川公園・2000 年公園管理など ３２−０７７３企業誘致推進係 企業誘致など

こ ど も 家 庭 課
子育て支援係 児童手当、児童扶養手当、家庭児童相談など ３２−０５１７
保育係 保育所、学童保育など ３２−０５１７
母子保健係 予防接種（児童）、母子健康手帳交付など ３２−１３２７

健 康 福 祉 課

健康対策係 健康づくり、各種保健事業、予防接種、精神保健など ３２−１１７７
障がい者福祉係 障がい者（児）福祉など ３２−０５4 1
高齢者福祉係 高齢者福祉、介護保険、高齢化対策など ３２−０５１５
地域包括支援センター 介護予防ケアマネジメント、高齢者の総合相談支援など ３３−３４５６

保 護 人 権 課

事務係 生活保護に関する事務など ３２−９３７７保護係 生活保護に関することなど
人権福祉係 人権・同和対策、男女共同参画、隣保館など ３２−０７６５
地域福祉係 民生・児童委員、社会福祉協議会、地域福祉計画、戦傷病者遺族等援護など ３２−０５６２

環 境 保 全 課
環境衛生係 じん芥施設、衛生施設に関すること、犬の登録など

３２−０５１６環境対策係 環境基本計画、火葬場、不法投棄対策、脱炭素社会など

産 業 観 光 課
商工振興係 商工業の振興、消費生活、雇用促進など

３２−０５１９観光推進係 観光振興、ふるさと納税、特産品開発促進など
公共交通対策係 公共交通など

農 政 課 農林対策係 林業経営の改善、林業生産の基盤整備、有害鳥獣駆除、荒廃森林対策など ３２−０５１８農業振興係 農業経営の改善、地域農政推進、認定農業者、農業共済など

土 地 対 策 課
用地係 用地取得、登記、市道の認定、道路台帳、占用使用許可、屋外広告物など ３２−０５６９
国県道整備対策係 県道の整備に関することなど
国土調査係 地籍測量、地籍図作成、地籍簿作成など ３２−０５６６

建 築 都 市 課
建築係 建築物の出願処理など

３２−０９５５都市計画係 都市計画、建築協定、緑化対策、空き家対策など
住宅管理係 市営住宅の入退去、市営住宅の維持管理、住宅改修助成など

土 木 建 設 課
維持係 道路、河川、下排水維持管理、土木災害復旧、交通安全施設など

３２−０７９９建設係 土木施設の新設改良工事など
農業土木係 農業用施設等の維持管理、土地改良、災害復旧、林地崩壊防止事業など

下 水 道 課 下水道係 下水道工事施工管理、設計、事業計画など ３２−３１５９管理係 下水道資産管理、使用料、浄化槽設置助成など
会 計 課 会計係 各種料金の支払い窓口、公金経理、資金管理など ３２−３３２３

水 道 課
業務係 水道料金に関することなど

３２−１００５給水係 水道の給水など
浄水係 浄水場の維持管理など

学 校 教 育 課
教育総務係 幼稚園・小中学校の維持管理、スクールバスの運行、教育財産の管理など ３２−１００７
学校教育係 児童・生徒就学、奨学金、通学区域、学級編制、教育支援センターなど ３２−１００７
学校給食係 学校給食、学校給食施設の維持管理など ３４−５５２５

社 会 教 育 課
公民館・スポーツ振興係 公民館・スポーツ施設の管理運営、社会体育、学校体育施設開放など ３２−０１２３

社会教育・文化推進係 図書館、青少年の健全育成、生涯学習、文化財、文化振興、人権教育・啓発
など ３２−３２１０

議 会 事 務 局 議会係 市議会に関することなど ３２−１１３５
農 業 委 員 会 農業委員会事務局 農地等の利用関係、農地法、農業者年金など ３２−３５５３
監 査 事 務 局 監査事務局 監査委員・公平委員会に関することなど ３２−１００４

若宮総合支所　 TEL　０９４９−５２−１１１１（代）　　FAX　０９４９−５２−３１１９
課　　名 係　　名 業務内容 電話番号

市 民 窓 口 課 市民窓口係 転入転出、住民票、戸籍、税の収納証明、国民健康保険、国民年金、
児童・母子福祉、ごみ、し尿など ５２−１１１１

宮若市役所　ダイヤルガイド
事業の内容 の 詳 細などは、お 気 軽にこちらまで おたず ね 下 さい。
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　  　　 桜
河川敷や公園などに植え
られ、市民の皆さんに親
しまれています。

  　　 彼岸花
どんな天候でも花を咲か
せ、堅実な歩みを目指す
宮若市を表しています。

「み」の文字をモチーフに、
市民が明るく輝き、飛躍し
ている様子を表しています。
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制定年月日
H ２５. ２.１１

制定年月日
H ２０. ２. ２２

市章 　　 市の花 　　  市の木

制定年月日    H１８. ２.１１ 制定年月日    H ２０. ２. ２２ 制定年月日    H ２０. ２. ２２
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宮若市役所　秘書政策課　政策推進係
〒８２３－００１１　福岡県宮若市宮田２９番地１
ＴＥＬ　０９４９（３２）０５１２
ＦＡＸ　０９４９（３２）９４３０
ＵＲＬ　https://www.city.miyawaka.lg.jp/
E-mail　seisaku@city.miyawaka.lg.jp


